
壁つなぎ総合チェックリスト（一般版） 

1. 基本情報 

項目 記入欄 

現場名  

建物階数  

足場種別 □ くさび □ 枠組 □ 単管 

周辺環境 □ 海沿い □ 角地 □ 山間部 □ 密集地 

風環境 □ 開放面多い □ 風が抜ける □ 特になし 

設計者・点検者  

2. 法令・技術基準チェック 

チェック項目 基準 判定 

垂直間隔 5m 以下（安衛則） □ OK □ NG 

水平間隔 5.5m 以下（安衛則） □ OK □ NG 

垂直方向 2 層以内（仮設工業会） □ OK □ NG 

水平方向 3 スパン以内（仮設工業

会） 

□ OK □ NG 

メーカー混用 不可 □ OK □ NG 

施工計画書との整合 一致 □ OK □ NG 

3. 壁つなぎ担当面積チェック 

垂直(m) 水平(m) 面積(㎡) 判定 

   □ 20〜25 ㎡以内

（推奨） 

   □ 最大 30 ㎡以内

（経験値） 



4. 下地 × アンカー適合チェック 

下地 推奨アンカー 判定 

RC メカニカル or ケミカル □ OK □ NG 

ALC ケミカル必須 □ OK □ NG 

木造 単管＋クランプ／貫通ボル

ト 

□ OK □ NG 

タイル外壁 ケミカル＋下地確認 □ OK □ NG 

5. ピッチを詰めるべき条件チェック 

□ 朝顔を設置する面 

□ 看板・幕板が付く面 

□ ブラケット足場が多い面 

□ 大開口が多い面 

□ 角地・風が抜ける面 

□ 海沿い・突風リスク 

6. 緊結・施工状態チェック 

□ くさび緊結が確実 

□ クランプトルク適正 

□ 穿孔径が仕様通り 

□ 埋込み深さ仕様通り 

□ 仕上材損傷なし 

□ ブラケット沈下なし 

7. 設計図と現場の整合性チェック 

□ 設計 2 層 3 スパン→現場 3 層 4 スパン 

□ 位置ずれ 

□ 基準超過ピッチ 



□ 朝顔・看板が図面未反映 

8. 点検記録 

□ 組立完了 

□ 定期点検(週 1) 

□ 強風後 

□ 大雨・地震後 

□ 一部解体後 

□ 是正後 

9. 最終判定 

□ 設置 OK 

□ 要注意 

□ 是正 

10. 署名欄 

役職 氏名 日付 

作業主任者   

元請担当者   

仮設設計担当   

 


